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１．当四半期決算に関する定性的情報

 当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適

用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間（平成28年１月１日～平成28年３月31日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の

改善が続くなかで、各種政策の効果もあって総じて緩やかな回復基調を持続するものの、海外経済で弱さがみられ

ており、中国を始めとするアジア新興国や資源国等の景気が下振れし、我が国の景気が下押しされるリスクがある

状況で推移いたしました。 

 このような環境の中、当社グループの［ガラス基板事業］は、前年下期から受注が大きく低迷し、新たなる領域

開拓を進めるものの回復するに至らず、売上が低調に推移しました。また、［精密研磨布事業］では、前期まで連

結子会社であった株式会社ＦＩＬＷＥＬの全株式を平成28年１月に譲渡し、連結の範囲から除外したことに伴い、

同事業から撤退いたしました。 

 これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、691百万円（前年同四半期比59.1％減）に、営業損失は

254百万円（前年同四半期は11百万円の営業利益）に、経常損失は259百万円（前年同四半期は経常損失８百万円）

に、親会社株主に帰属する四半期純利益は関係会社株式売却益1,482百万円の計上により、920百万円（前年同四半

期は親会社株主に帰属する四半期純損失29百万円）となりました。

［ガラス基板事業］ 

 ガラス基板事業においては、前年下期から受注が大きく低迷している中、事業構造の改善を図るとともに新たな

る領域開拓を進めるものの回復するに至らず、売上高は635百万円（前年同四半期比29.3％減）に、セグメント損

失は202百万円（前年同四半期セグメント損失は73百万円）となりました。 

［その他事業］ 

 その他事業は、産業用機械製造販売等でありますが、売上高は58百万円（前年同四半期比49.1％減）に、セグメ

ント損失は55百万円（前年同四半期セグメント損失は39百万円）となりました。 

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べて1,691百万円減少し、7,920百万円となりま

した。

 流動資産は、現金及び預金の増加の一方、受取手形及び売掛金並びに仕掛品の減少などにより869百万円減の

2,323百万円に、固定資産は、減価償却費の計上などにより821百万円減の5,597百万円となりました。

（負債の部）

 負債は、支払手形及び買掛金の減少、借入金の返済などにより2,604百万円減少し、4,511百万円となりました。

（純資産の部）

 純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上に伴い利益剰余金の欠損が縮小したため、913百万円増加

し、3,408百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 市場環境の不透明感はありますが、当社グループでは得意先のニーズを的確に捉え、新たな付加価値のための技

術構築に注力するとともにモノづくり力を一層強化し、今後の収益の確保に努めてまいります。 

 平成28年12月期の通期業績予想については、平成28年２月18日の「平成27年12月期決算短信」公表時の予想数値

に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 前連結会計年度末において連結子会社であった株式会社ＦＩＬＷＥＬは、平成28年１月29日に当社の保有する全株

式を譲渡したことに伴い、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連

結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社グループは、過年度より抜本的な経営体質の改善及び収益基盤の強化を継続実施しております。しかし、前連

結会計年度において、営業損失、経常損失、当期純損失を計上し、当第１四半期連結会計期間においても、ガラス基

板事業における受注低迷に伴う稼働率低下等の影響が大きく、営業損失254百万円、経常損失259百万円を計上するに

至っております。また、取引金融機関に対する借入金の返済猶予の状況は継続しており、取引金融機関によって期限

の利益の確保が短期にとどまっている状況となっております。これらにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさ

せるような状況が存在しております。

 当社グループは当該状況を解消するための対応策として、平成28年１月29日に、連結子会社であった株式会社ＦＩ

ＬＷＥＬの全株式を3,890百万円で譲渡し、当該資金より、株式会社ＦＩＬＷＥＬからの借入金625百万円及び取引金

融機関からの借入金1,496百万円の返済を行っておりますが、1,769百万円の資金を確保しております。また、当社グ

ループは主力事業であるガラス基板事業へ経営資源を集中し、当該事業の収益構造の改善及びキャッシュ・フローの

安定化を最大の経営課題として推進しており、それらを反映した事業計画とこれに基づく借入金返済計画について取

引金融機関から同意が得られるよう協議しております。その結果、全ての取引金融機関から返済計画に対する同意書

を入手しております。

 以上を踏まえ、子会社株式の売却により一定の資金を確保していること、収益構造の改善及びキャッシュ・フロー

の安定化を推進していること、全ての取引金融機関から返済計画に対する同意書を入手していること等を総合的に勘

案した結果、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 831,471 1,253,845 

受取手形及び売掛金 1,432,639 782,604 

商品及び製品 131,800 39,552 

仕掛品 243,575 20,193 

原材料及び貯蔵品 266,438 174,411 

繰延税金資産 239,746 － 

その他 55,678 60,923 

貸倒引当金 △8,544 △8,529 

流動資産合計 3,192,804 2,323,001 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,946,904 1,714,079 

機械装置及び運搬具（純額） 845,508 616,358 

土地 3,381,459 3,086,856 

その他（純額） 93,395 46,447 

有形固定資産合計 6,267,268 5,463,742 

無形固定資産 73,482 72,837 

投資その他の資産 77,974 60,495 

固定資産合計 6,418,725 5,597,075 

資産合計 9,611,529 7,920,077 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 505,885 107,255 

短期借入金 4,178,474 2,710,040 

1年内返済予定の長期借入金 182,142 111,924 

未払金 529,758 471,835 

未払法人税等 53,042 220,639 

その他 182,101 76,853 

流動負債合計 5,631,403 3,698,549 

固定負債    

長期借入金 1,136,781 694,052 

繰延税金負債 184,973 － 

役員退職慰労引当金 106,262 83,037 

退職給付に係る負債 39,904 31,411 

その他 17,156 4,431 

固定負債合計 1,485,078 812,933 

負債合計 7,116,482 4,511,482 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年３月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,885,734 4,885,734 

資本剰余金 6,335,992 6,335,992 

利益剰余金 △8,778,877 △7,858,733 

自己株式 △411 △411 

株主資本合計 2,442,438 3,362,582 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,167 △2,490 

退職給付に係る調整累計額 50,440 48,501 

その他の包括利益累計額合計 52,608 46,011 

純資産合計 2,495,047 3,408,594 

負債純資産合計 9,611,529 7,920,077 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高 1,692,595 691,800 

売上原価 1,410,129 772,023 

売上総利益又は売上総損失（△） 282,465 △80,223 

販売費及び一般管理費 271,247 173,821 

営業利益又は営業損失（△） 11,218 △254,044 

営業外収益    

受取利息 378 259 

投資事業組合運用益 7,688 363 

不動産賃貸料 4,673 2,678 

補助金収入 700 17,411 

保険解約返戻金 6,006 － 

その他 2,240 8,304 

営業外収益合計 21,687 29,017 

営業外費用    

支払利息 37,456 29,157 

その他 3,502 4,822 

営業外費用合計 40,959 33,980 

経常損失（△） △8,053 △259,007 

特別利益    

固定資産売却益 － 773 

関係会社株式売却益 － 1,482,740 

特別利益合計 － 1,483,514 

特別損失    

固定資産除却損 1,787 － 

事業構造改善費用 － 67,674 

特別損失合計 1,787 67,674 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△9,841 1,156,832 

法人税、住民税及び事業税 20,146 196,530 

法人税等調整額 △536 40,158 

法人税等合計 19,609 236,688 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △29,450 920,143 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△29,450 920,143 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年３月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △29,450 920,143 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 2,181 △4,658 

退職給付に係る調整額 20,490 △1,938 

その他の包括利益合計 22,672 △6,597 

四半期包括利益 △6,778 913,546 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △6,778 913,546 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成27年１月１日 至平成27年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  ガラス基板 精密研磨布 計 

売上高              

外部顧客への売上高 898,809 729,106 1,627,915 64,679 1,692,595 － 1,692,595 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ 20,184 20,184 51,095 71,280 △71,280 － 

計 898,809 749,291 1,648,100 115,775 1,763,875 △71,280 1,692,595 

セグメント利益又はセ

グメント損失（△） 
△73,444 132,729 59,284 △39,271 20,012 △8,794 11,218 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用機械事業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△8,794千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成28年１月１日 至平成28年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）２ 

合計 
調整額 

（注）３ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）４ 
  ガラス基板 

売上高          

外部顧客への売上高 635,084 56,716 691,800 － 691,800 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ 2,223 2,223 △2,223 － 

計 635,084 58,939 694,024 △2,223 691,800 

セグメント損失（△） △202,984 △55,534 △258,518 4,474 △254,044 

（注）１．「精密研磨布事業」を行っていた株式会社ＦＩＬＷＥＬは、平成28年１月29日にその保有する全株式を第

三者に譲渡し、同社は連結除外となっております。これに伴い、「精密研磨布事業」は当第１四半期連結会

計期間より廃止しております。

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用機械事業等を含んでお

ります。

３．セグメント損失（△）の調整額4,474千円は、セグメント間取引消去であります。 

４．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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